
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午前 全体会  10時～12時 15分  場所：府立市岡高等学校 ５F視聴覚教室  

 

 

       

 

 

   

Face to Faith ～現実をみつめ、希望を紡ごう～ 「生きる力」を育む「学び」の創造 
 

2016年度 

第３６回府立人研 
研究集会 

 

府立人研だより 
 

大阪府立学校人権教育研究会事務局 

2016 年 1２月９日  第 12 号発行 

 

日   時：２０１7年１月２７日（金）  

10：00～17：00 

            （受付 9:30） 

場   所：府立市岡高等学校 

アクセス： 
ＪＲ環状線・地下鉄中央線 

「弁天町」駅 東口から 東南東へ約 400ｍ 

 

 

 

 

 

★お願い 名札とスリッパをご持参ください。 
 

別紙【申込用紙】にて、希望の分科会を記入していただき、FAX または逓送便にてお申し込みください。 

お気をつけてお越しください。お待ちしております。 

 

 

 

 

資料代は 1000 円です。 

大人教中河内大会へ参加された方は、その半券で 

入れます。 

 

「『みんなの学校』から学ぶもの」 

講 師： 木村 泰子さん（元大阪市立大空小学校校長） 

 木村泰子さんは、大阪市立大空小学校初代校長です。「みんなが作るみんなの学校」を合言葉に、すべて

の子どもを多方面から見つめ、全教職員のチーム力で「すべての子どもの学習権を保障する学校をつくる」

ことに取り組んでこられました。2015年春に退職され、現在は全国各地で講演活動を行っておられます。 

 今回木村先生には、子どもに対して何を大切にしてきたか、子どもに関わりきる教職員集団はどのように

してできるものなのか、子どもの集団づくりがなぜ学力向上につながるのか、をお話しいただく予定です。 

 校種に関わらず、「みんなの学校」から学べるものはたくさんあると思います。奮ってご参加ください、

お待ちしております。 



便利です“活案”メール！！ 
府立人研では、“活動案内メール”を配信してい

ます。たより（行事の案内）や通信（活動報告）

の発行をお知らせします。みなさんのメールアド

レスを、この機会にぜひご登録ください。 

件名に「活動案内メール希望」、本文

に「学校名・名前」を記入して、右

記アドレスまで送信してください。 

府立人研  大阪府立学校人権教育研究会 

 〒533-0024 大阪市東淀川区柴島 1丁目 7番 106号 

      （府立柴島高等学校内） 

 ※逓送便には「府立人研」とお書きください 

  TEL・FAX   ０６－６３２４－３８２２（直通） 

  E-mail    furitsujinken@nifty.com   

  ホームページ  http://furitsujinken.in.coocan.jp/ 

 

午後 分科会  14時～17時 市岡高校 

第１分科会 第２分科会 第３分科会 
 

 

 

 

 

  

 

 

学校全体としてどのように子ども

を育てるのかを定めて各授業の目標

と内容を決めていく「カリキュラム

マネジメント」と、生徒の主体的に

学ぶ力を育てる「アクティブラーニ

ング」について、どのようにこれら

に取り組むか、先行して実施してい

る学校の実践をもとに、考える機会

にしたいと思います。 

 今回、岬高校からはエンパワメン

トスクールの報告を、信太高校から

はユニバーサルデザインとアクティ

ブラーニングに取り組みはじめた実

践を、それぞれ報告していただきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

進学に際して奨学金を申請する高

校生が多数を占めるのが府立学校の

現状です。それに伴い、奨学金返済

に係る様々な問題が知られてきた一

方で、現場でどのように生徒に指導

していけばよいのかが課題となって

います。 

そこで、奨学金返済に係る多重債

務等に対応する立場から、弁護士の

山田治彦さんに奨学金返済時の課題

についてお話しいただきます。 

柴島高校からは、日本学生支援機

構奨学金の申請時の学校での指導実

践をお話しいただきます。また、奨

学金チームより、現時点での奨学金

をめぐる状況を報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

障害者雇用促進法の改正により、

2016 年４月から雇用分野における

障がい者に対する差別の禁止と合理

的配慮の提供が義務となりました。

しかし、合理的配慮については「よ

くわからないので不安」との声がよ

く聞かれます。そこで、「障害者差

別解消法」について、実際に障がい

のある当事者の講師をお招きし、実

体験をふまえて分かりやすくお話し

いただきます。 

堺東高校からは、「配慮を要する

生徒の現状や対応について」、「生

徒の進路を考える際の考え方」等に

ついて、高校現場の具体的な事例を

もとに報告していただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究部会で深める！ 

教材、ケーススタディ、進路保障の３つの部会があります。部会ごとにテーマを決め、各校の実践報告を中心

に、年３回（５月、10月、12月）の研究部会を開催します。 

地域交流部会でつながる！ 

毎年７月に、府内９つの地域（豊能、三島、大阪市内北、大阪市内南、北河内、中河内、南河内、泉北、泉南）に分

かれ、各校の人権教育についての交流や、それぞれの地域の課題について研究をします。また、保幼小中学校の先生方

とも地域ごとに交流します。続いて 11 月、北地域と南地域の２つのブロック別にフィールドワークを開催します。 

教材・開発プロジェクトで発信する！ 

自主活動育成、障がい者教育、情報と人権、進路調査・奨学金、性差別撤廃教育、多文化教育、定通教育、ファシリ

テーション工房、部落問題学習、若手工房という各プロジェト・チームがあり、継続的に課題（テーマ）を研究し、人

権教育教材を作成しています。 

府立人研スタッフへお気軽にご質問いただけたらと思います。 

 

学力保障の 

新たな実践に学ぶ 
 

報告：岬高校、信太高校 

 

支援の必要な生徒の 

進路保障について 

講師：岸田 ひろ実さん 

   （株）ミライロ 

報告：堺東高校 

 

子どもの貧困と進路保障 
 

講師：山田 治彦さん（弁護士） 

報告：柴島高校、 
   「進路調査・奨学金」チーム 

＊「府立人研だより」の掲示・配布をお願いいたします。各校の人権教育の充実にお役立ていただけましたら幸いです＊ 

 

mailto:furitsujinken@nifty.com
http://furitsujinken.in.coocan.jp/

